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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面上に超音波画像をリアルタイム表示するリアルタイム表示動作と、フリーズ操
作後のフリーズ状態において前記表示画面上に超音波画像を表示するフリーズ表示動作と
、を実行する超音波診断装置において、
　前記リアルタイム表示動作における前記表示画面上のリアルタイム表示フォーマットと
前記フリーズ表示動作における前記表示画面上のフリーズ表示フォーマットの対応関係が
記憶された対応関係記憶部と、
　前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行す
る場合に、前記対応関係に従って、前記表示画面上における表示フォーマットをリアルタ
イム表示フォーマットからそれに対応するフリーズ表示フォーマットに切り換える表示フ
ォーマット切換手段と、
　を含み、
　前記対応関係記憶部には、リアルタイム表示フォーマットのタイプごとにそれに対応す
るフリーズ表示フォーマットのタイプを特定するテーブルが記憶されたことを特徴とする
超音波診断装置。
【請求項２】
　表示画面上に超音波画像をリアルタイム表示するリアルタイム表示動作と、フリーズ操
作後のフリーズ状態において前記表示画面上に超音波画像を表示するフリーズ表示動作と
、を実行する超音波診断装置において、
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　前記リアルタイム表示動作における前記表示画面上のリアルタイム表示フォーマットと
前記フリーズ表示動作における前記表示画面上のフリーズ表示フォーマットの対応関係が
記憶された対応関係記憶部と、
　前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行す
る場合に、前記対応関係に従って、前記表示画面上における表示フォーマットをリアルタ
イム表示フォーマットからそれに対応するフリーズ表示フォーマットに切り換える表示フ
ォーマット切換手段と、
　を含み、
　前記対応関係記憶部には、リアルタイム表示フォーマットのタイプと別の参照情報との
組み合わせごとに、それに対応するフリーズ表示フォーマットのタイプを特定するテーブ
ルが記憶されたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、
　前記別の参照情報は、ユーザー、患者及び科目の少なくとも１つを識別する情報である
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　表示画面上に超音波画像をリアルタイム表示するリアルタイム表示動作と、フリーズ操
作後のフリーズ状態において前記表示画面上に超音波画像を表示するフリーズ表示動作と
、を実行する超音波診断装置において、
　前記リアルタイム表示動作における前記表示画面上のリアルタイム表示フォーマットと
前記フリーズ表示動作における前記表示画面上のフリーズ表示フォーマットの対応関係が
記憶された対応関係記憶部と、
　前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行す
る場合に、前記対応関係に従って、前記表示画面上における表示フォーマットをリアルタ
イム表示フォーマットからそれに対応するフリーズ表示フォーマットに切り換える表示フ
ォーマット切換手段と、
　前記対応関係を設定する対応関係設定部と、
　を有し、
　前記対応関係記憶部には、リアルタイム表示フォーマットのタイプごとに、又は、リア
ルタイム表示フォーマットのタイプと別の参照情報との組み合わせごとに、それに対応す
るフリーズ表示フォーマットのタイプを特定するテーブルが記憶され、
　前記対応関係設定部は、
　前記各リアルタイム表示フォーマットのタイプごとにそれに対応するフリーズ表示フォ
ーマットのタイプの候補リストを管理するデータベースと、
　前記各リアルタイム表示フォーマットのタイプごとにユーザーによって前記候補リスト
の中からいずれかのフリーズ表示フォーマットのタイプを選択させる手段であって、前記
候補リストの内容をアイコン形式で表示画面上に表示する手段と、
　前記選択した結果を前記対応関係記憶部の前記テーブルにプリセットする手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の装置において、
　前記リアルタイム表示フォーマットと前記フリーズ表示フォーマットとの間では、少な
くとも１つの超音波画像について表示倍率、表示位置及び表示サイズの少なくとも１つが
変更され、あるいは、複数の超音波画像についての表示配列が変更されることを特徴とす
る超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項５記載の装置において、
　前記リアルタイム表示フォーマットは左右方向に複数種類の超音波画像を表示する表示
フォーマットであり、
　前記フリーズ表示フォーマットは上下方向に複数種類の超音波画像を表示する表示フォ
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ーマットであることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項５記載の装置において、
　前記リアルタイム表示フォーマットは左右方向に二次元断層画像と横軸を時間軸とした
所定画像とを表示する表示フォーマットであり、
　前記フリーズ表示フォーマットは上下方向に前記二次元断層画像と前記所定画像とを表
示する表示フォーマットであることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項５記載の装置において、
　前記リアルタイム表示フォーマットにおける二次元断層画像の表示倍率よりも、前記フ
リーズ表示フォーマットにおける二次元断層画像の表示倍率の方が小さいことを特徴とす
る超音波診断装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の装置において、
　前記表示フォーマット切換手段は、フリーズ解除操作により前記フリーズ表示動作から
前記リアルタイム表示動作へ復帰する場合に、前記対応関係に従って、前記表示画面上に
おける表示フォーマットをフリーズ表示フォーマットからそれに対応するリアルタイム表
示フォーマットに切り換えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
　表示画面上に超音波画像をリアルタイム表示するリアルタイム表示動作と、フリーズ操
作後のフリーズ状態において前記表示画面上に超音波画像を表示するフリーズ表示動作と
、を実行する超音波診断装置において、
　前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行す
る場合に表示フォーマットを維持する非切換モード、及び、前記フリーズ操作により前記
リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行する場合に表示フォーマットを自
動的に切り換える切換モードのいずれかを選択するモード選択手段と、
　前記リアルタイム表示動作における前記表示画面上のリアルタイム表示フォーマットと
前記フリーズ表示動作における前記表示画面上のフリーズ表示フォーマットの対応関係が
記憶された対応関係記憶部と、
　前記切換モードにおいて、前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記
フリーズ表示動作へ移行する場合に、前記対応関係に従って、前記表示画面上における表
示フォーマットをリアルタイム表示フォーマットからそれに対応するフリーズ表示フォー
マットに切り換える表示フォーマット切換手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に、フリーズ時の表示制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は各種の計測モードを有する。計測モードとしては、例えば、Ｂモード
、Ｍモード、ＣＦＭ（カラーフローマッピング）モード、Ｄモード、などがあげられる。
また、複数のモードを同時に（あるいは時分割で）実行する複合モードも存在する。それ
については、ＢＭモード、ＢＤモード、２Ｂモードなどがあげられる。複合モードでは、
表示画面上に上下方向あるいは左右方向に並んで複数の超音波画像が表示される。
【０００３】
　超音波診断装置においては、超音波の送受波を行って得られたデータに基づいて超音波
画像が形成され、その超音波画像がリアルタイム表示される。つまり、計測と表示を同時
進行で行える。その一方、超音波の送受波を行って得られたデータは、シネメモリなどの
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一時的な記憶部に随時格納されており、フリーズ操作によって送受波を停止した後、記憶
部上に記憶されたデータに基づいて超音波画像を静止画としてあるいは動画像として再生
表示することができる。なお、シネメモリには送受波座標系で（座標変換前の）データが
格納され、あるいは、表示座標系で（座標変換後の）データが格納される。従来において
は、フリーズ前の表示フォーマット（表示形態）がフリーズ後においてもそのまま維持さ
れている。
【０００４】
　なお、特許文献１には、超音波診断装置におけるフリーズ時の動作が記載されている。
特許文献２には、ＢＭモードにおけるフリーズ時の動作が記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平７－３２３０２８号公報
【特許文献２】特開２００４－１６６８９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のように、フリーズ前後で表示フォーマットが常に維持されると、場合によっては
画像観察上支障が生じあるいはユーザー操作上の負担が生じる。例えば、ＢＤモードでＢ
モード画像とＤモード画像とを同時にリアルタイム表示する場合、フリーズ前においては
、組織構造の観察及びサンプル点（計測点）の設定などの必要性から、Ｂモード画像の表
示エリアとしてある程度大きなエリアを確保した方が望ましい。一方、フリーズ後におい
ては、Ｂモード画像は計測位置を確認するための参照画像として利用され、Ｄモード画像
を詳細観察する観点から、Ｄモード画像の表示エリアとしてある程度大きなエリアを確保
した方が望ましい。
【０００７】
　しかしながら、従来において、フリーズの前後で表示フォーマットは維持されていたた
め、左右方向にＢモード画像とＤモード画像を並べて表示する左右二画面表示の場合には
、フリーズ後において詳細観察を行いたいＤモードの画像の横軸方向の範囲を十分に確保
できないという問題が生じる。Ｄモード画像の横軸は時間軸であり、Ｄモード画像につい
てはフリーズ後に左右方向の表示エリアサイズを大きくした方が望ましい。一方、上下方
向にＢモード画像とＤモード画像とを並べて表示する上下二画面表示の場合には、フリー
ズ前の状態で、Ｄモードについてはその横軸方向に十分なエリアを獲得できても、Ｂモー
ドの画像表示エリアを十分に確保できないという問題がある。つまり、フリーズの前後で
ユーザーの要求が変化したにもかかわらず、表示フォーマットを維持すると、フリーズの
前又は後で何らかの不具合が生じやすい。フリーズ後に表示フォーマットをユーザーによ
って変更させることもできるが、その操作は面倒であり、特に集団検診などにおいては健
診効率を低下させる要因となる。上記の問題は、ＢＤモードの場合に限られず、他の場合
においても生じ得る。
【０００８】
　本発明の目的は、超音波診断装置において画像観察上の便宜を図ることにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は、超音波診断装置においてユーザー負担を軽減することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、表示画面上に超音波画像をリアルタイム表示するリアルタイム表示動作と、
フリーズ操作後のフリーズ状態において前記表示画面上に超音波画像を表示するフリーズ
表示動作と、を実行する超音波診断装置において、前記リアルタイム表示動作における前
記表示画面上のリアルタイム表示フォーマットと前記フリーズ表示動作における前記表示
画面上のフリーズ表示フォーマットの対応関係が記憶された対応関係記憶部と、前記フリ
ーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行する場合に、
前記対応関係に従って、前記表示画面上における表示フォーマットをリアルタイム表示フ
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ォーマットからそれに対応するフリーズ表示フォーマットに切り換える表示フォーマット
切換手段と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　上記構成によれば、フリーズ操作によってリアルタイム表示動作からフリーズ表示動作
へ移行すると、リアルタイム表示フォーマットがフリーズ表示フォーマットに自動的に変
更される。その場合の対応関係が対応関係記憶部に記憶される。よって、望ましい対応関
係をあらかじめ設定しておけば、フリーズ時点から、ユーザーの希望するフリーズ表示フ
ォーマットを適用することが可能となる。各フリーズ表示フォーマットには、いずれかの
リアルタイム表示フォーマットが直接的にあるいは間接的に対応付けられる。例えば、フ
リーズ前のリアルタイム表示フォーマットのタイプから、それに対応するフリーズ表示フ
ォーマットのタイプを特定するようにしてもよいし、フリーズ時点での計測モードその他
の情報（リアルタイム表示フォーマットの特定に関わる１又は複数の情報）からフリーズ
表示フォーマットを特定するようにしてもよい。表示フォーマットの自動切換は、複数の
超音波画像を同時に表示する計測モードにおいて実行されるのが望ましいが、単一の超音
波画像を表示する計測モードにおいて実行されるようにしてもよい。
【００１２】
　望ましくは、前記表示フォーマット切換手段は、フリーズ操作時点における現在のリア
ルタイム表示フォーマットを特定する手段と、前記対応関係に基づいて、前記現在のリア
ルタイム表示フォーマットに対応するフリーズ表示フォーマットを特定する手段と、フリ
ーズ操作後に、前記現在のリアルタイム表示フォーマットを前記特定されたフリーズ表示
フォーマットに切り換える手段と、を含む。
【００１３】
　望ましくは、前記対応関係記憶部には、リアルタイム表示フォーマットのタイプごとに
それに対応するフリーズ表示フォーマットのタイプを特定するテーブルが記憶される。望
ましくは、前記対応関係記憶部には、リアルタイム表示フォーマットのタイプと別の参照
情報との組み合わせごとに、それに対応するフリーズ表示フォーマットのタイプを特定す
るテーブルが記憶される。望ましくは、前記別の参照情報は、ユーザー、患者及び科目の
少なくとも１つを識別する情報である。この構成によれば、状況に応じた最適なフリーズ
表示フォーマットを採用できる。
【００１４】
　望ましくは、前記対応関係を設定する対応関係設定部を有し、前記対応関係設定部は、
前記各リアルタイム表示フォーマットのタイプごとにそれに対応するフリーズ表示フォー
マットのタイプの候補リストを管理するデータベースと、前記各リアルタイム表示フォー
マットのタイプごとにユーザーによって前記候補リストの中からいずれかのフリーズ表示
フォーマットのタイプを選択させる手段と、前記選択した結果を前記対応関係記憶部にプ
リセットする手段と、を含む。この構成によれば、対応関係をカスタマイズすることがで
き、しかもそのためのプリセット作業を容易に行える。
【００１５】
　望ましくは、前記リアルタイム表示フォーマットと前記フリーズ表示フォーマットとの
間では、少なくとも１つの超音波画像について表示倍率、表示位置及び表示サイズの少な
くとも１つが変更され、あるいは、複数の超音波画像についての表示配列が変更される。
【００１６】
　望ましくは、前記リアルタイム表示フォーマットは左右方向に複数種類の超音波画像を
表示する表示フォーマットであり、前記フリーズ表示フォーマットは上下方向に複数種類
の超音波画像を表示する表示フォーマットである。この構成によれば、複数の画像を表示
する配列を切り換えて、画像観察上の便宜を図れる。各画像を表示するエリアの大きさ（
サイズの配分比）をプリセットできるようにしてもよい。
【００１７】
　望ましくは、前記リアルタイム表示フォーマットは左右方向に二次元断層画像と横軸を
時間軸とした所定画像とを表示する表示フォーマットであり、前記フリーズ表示フォーマ
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ットは上下方向に前記二次元断層画像と前記所定画像とを表示する表示フォーマットであ
る。この構成によれば、フリーズ前において二次元断層画像を二次元的に広がった比較的
に大きさサイズをもって表示でき、フリーズ後に比較的大きな横幅をもった表示エリア内
に所定画像を表示できる。よって、フリーズ前に二次元断層画像の詳細観察を行うことが
でき、フリーズ後に十分な時間軸長さをもって所定画像を表示できる。所定画像は例えば
Ｍモード画像あるいはＤモード画像である。時間軸長さを増大できるので、表示対象とな
る心拍数を増大でき、あるいは、時間軸方向に詳細観察を行える。
【００１８】
　望ましくは、前記リアルタイム表示フォーマットにおける二次元断層画像の表示倍率よ
りも、前記フリーズ表示フォーマットにおける二次元断層画像の表示倍率の方が小さい。
この構成によれば、フリーズ前において二次元断層画像を詳細観察して計測部位などの設
定を正確に行うことができる。フリーズ後において二次元断層画像を参照画像として小さ
く表示でき、同時に、所定画像の表示エリアの横幅を十分に確保できる。
【００１９】
　望ましくは、前記表示フォーマット切換手段は、フリーズ解除操作により前記フリーズ
表示動作から前記リアルタイム表示動作へ復帰する場合に、前記対応関係に従って、前記
表示画面上における表示フォーマットをフリーズ表示フォーマットからそれに対応するリ
アルタイム表示フォーマットに切り換える。この構成によれば、フリーズ終了時点でフリ
ーズ前の表示フォーマットに復元することが可能である。もちろん、フリーズ前の表示フ
ォーマットとは別の表示フォーマットへ切り換えるようにすることも可能である。
【００２０】
　また、本発明は、表示画面上に超音波画像をリアルタイム表示するリアルタイム表示動
作と、フリーズ操作後のフリーズ状態において前記表示画面上に超音波画像を表示するフ
リーズ表示動作と、を実行する超音波診断装置において、前記フリーズ操作により前記リ
アルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行する場合に表示フォーマットを維持
する非切換モード、及び、前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フ
リーズ表示動作へ移行する場合に表示フォーマットを自動的に切り換える切換モードのい
ずれかを選択するモード選択手段と、前記リアルタイム表示動作における前記表示画面上
のリアルタイム表示フォーマットと前記フリーズ表示動作における前記表示画面上のフリ
ーズ表示フォーマットの対応関係が記憶された対応関係記憶部と、前記切換モードにおい
て、前記フリーズ操作により前記リアルタイム表示動作から前記フリーズ表示動作へ移行
する場合に、前記対応関係に従って、前記表示画面上における表示フォーマットをリアル
タイム表示フォーマットからそれに対応するフリーズ表示フォーマットに切り換える表示
フォーマット切換手段と、を含むことを特徴とする。
【００２１】
　この構成によれば、切換モードと非切換モードとを選択することができ、必要な場合に
、必要な表示フォーマットへの切り換えを行える。よって、画像観察上の便宜を図ること
ができ、また、ユーザー負担を軽減できる。フリーズ状態において表示される画像は静止
画像あるいは動画像である。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明したように、本発明によれば、超音波診断装置において画像観察上の便宜を図
れる。あるいは、超音波診断装置においてユーザー負担を軽減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２４】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその
全体構成を示すブロック図である。
【００２５】
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　超音波探触子１０は、生体の表面に当接して用いられ、あるいは、体腔内に挿入して用
いられるプローブである。超音波探触子１０は、本実施形態において複数の振動素子から
なる１Ｄアレイ振動子を有している。この１Ｄアレイ振動子によって超音波ビームが形成
され、その超音波ビームを電子的に走査することにより走査面が形成される。電子走査方
式としては、電子リニア走査、電子セクタ走査などが知られている。超音波探触子１０に
２Ｄアレイ振動子を設け、超音波ビームを二次元走査することにより、三次元エコーデー
タ取込空間を形成するようにしてもよい。
【００２６】
　送信回路１２は送信ビームフォーマーとして機能する。すなわち、送信回路１２は所定
の遅延関係をもって１Ｄアレイ振動子に対して複数の送信信号を供給する。これによって
送信ビームが形成される。一方、複数の振動素子から出力される複数の受信信号は受信回
路１４に入力される。受信回路１４は受信ビームフォーマーとして機能し、複数の受信信
号に対して整相加算処理を実行する。整相加算後の受信信号が本実施形態においてＢモー
ド処理回路１８、Ｍモード処理回路２４及びドプラ検出回路３０に出力されている。それ
ぞれの回路１８，２４，３０は、ユーザーによって選択された計測モードにしたがって動
作するモジュールである。
【００２７】
　送受信制御回路１６はプログラム動作するＣＰＵ等によって構成され、ユーザーによっ
て選択された計測モードにしたがって、送信回路１２、受信回路１４及びその他の回路の
動作制御を行っている。送受信制御回路１６には操作パネルによって構成される入力装置
３６が接続されている。入力装置３６はキーボードやトラックボールなどを含んでおり、
ユーザーは、入力装置３６を用いて計測モードの選択や表示モードの選択を行うことがで
きる。また、ユーザーは入力装置３６を用いてフリーズ操作やフリーズ解除操作を行うこ
とができる。
【００２８】
　Ｂモード処理回路１８は、Ｂモードが選択された場合において、受信信号に対してＢモ
ード画像（二次元断層画像）を形成するために受信信号の処理を実行する。Ｂモード処理
回路１８は検波回路や対数変換回路などを有している。Ｂモード処理回路１８から出力さ
れる処理後の受信信号（エコーデータ）はＢモード記憶回路２０を介して表示処理回路２
２へ出力され、あるいは、そのまま表示処理回路２２へ出力される。Ｂモード記憶回路２
０はＢモード用の受信信号を一時的に格納するシネメモリとして機能するものである。後
に説明するフリーズ状態においてはＢモード記憶回路２０から受信信号すなわちエコーデ
ータが読み出される。図１において、符号２１はシネメモリモジュールを表わしている。
【００２９】
　Ｍモード処理回路２４は、Ｍモード画像を形成するための信号処理を実行する回路であ
る。Ｍモード画像は周知のように横軸が時間軸で縦軸が深さ軸である画像である。Ｍモー
ド処理回路２４はＢモード処理回路１８と同様に検波回路や対数変換回路等を有している
。したがって、Ｂモード処理回路１８とＭモード処理回路２４とを一体化して１つの回路
として構成することも可能である。Ｍモード処理回路２４から出力された所定のビーム方
位に対応するエコーデータはそのまま表示処理回路２２へ出力され、あるいは、Ｍモード
記憶回路２６を経由して表示処理回路２２へ出力される。Ｍモード記憶回路２６は現在か
ら過去の一定期間にわたるＭモード画像形成用のデータを一時的に格納するメモリとして
構成されるものである。
【００３０】
　ドプラ検出回路３０はドプラモードにおいて機能し、受信信号に対する直交検波やＦＦ
Ｔ解析処理等を実行する。すなわち、ドプラ検出回路３０はドプラ波形画像を形成するた
めの信号処理を実行する。ドプラ検出回路３０から出力されるドプラ波形を表す信号はそ
のまま表示処理回路２２へ出力され、あるいは、Ｄモード記憶回路３２を経由して表示処
理回路２２へ出力される。ドプラ波形画像は、周知のように、横軸が時間軸で縦軸が周波
数すなわち速度を表すものである。Ｄモード記憶回路３２には、現在から過去一定期間ま
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でのドプラ波形のデータが格納される。
【００３１】
　表示処理回路２２は、デジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）としての機能を具備して
おり、具体的には座標変換機能及びデータ補間機能等を有している。また、複数の超音波
画像を１つの表示画像として合成する機能や、超音波画像上にグラフィックイメージを合
成する機能などを有している。なお、図１には、二次元血流画像や二次元組織運動画像を
形成するための回路については図示省略されているが、カラードプラ画像あるいはカラー
フローマッピング画像が表示されるようにしてもよい。表示装置２８はＣＲＴ等のディス
プレイによって構成され、表示処理回路２２から出力される表示データが表示装置２８に
おける表示画面上に表示される。
【００３２】
　表示フォーマット制御回路３４は、本実施形態において、フリーズ前のリアルタイム表
示フォーマットからフリーズ後のフリーズ表示フォーマットへ、表示フォーマットを切り
替える制御を実行する。すなわち、本実施形態の超音波診断装置は、フリーズ操作の前後
で表示フォーマットを切り替える切換モードと、それを行わない非切換モードと、を具備
しており、前者の切換モードが選択されている場合には、あらかじめプリセットされた条
件にしたがって、フリーズ操作の時点で表示フォーマットが変更されている。本実施形態
において、表示フォーマットの変更の概念には、画像配列の変更、画像サイズの変更、表
示倍率の変更、表示位置の変更などが含まれる。ユーザーは、後に詳述するように、入力
装置３６を用いて表示フォーマット変更条件を自在に設定することができる。そのように
設定された条件はメモリ３８上に格納される。具体的には、フリーズ前フォーマット（リ
アルタイム表示フォーマット）とフリーズ後フォーマットとの対応関係を表すテーブル（
データベース）がメモリ３８上に構築される。表示フォーマット制御回路３８はそのよう
なデータベース等を参照しつつ表示フォーマットの切換制御を実行している。なお、リア
ルタイム表示フォーマットは、ユーザーによって選択された計測モードに応じて定まるも
のであり、その内容をユーザーによってカスタマイズすることも可能である。計測モード
には、本実施形態においてＢモード、Ｍモード、Ｄモード（ドプラモード）、などの他に
、複数の計測モードを同時に実行する複合モードとしてＢＭモード、ＢＤモードなどがあ
る。複合モードとしては、この他に２Ｂモードや、三次元画像と二次元画像を同時に表示
するモードがある。
【００３３】
　図２には、比較例が示されている。この比較例は上記の非切換モードに対応するもので
ある。（Ａ）に示すフリーズ前の状態においては、この例では、Ｂモード画像４０とＤモ
ード画像４２とが左右に並んで２画面で表示されている。ここで、符号４４は、Ｄモード
画像を形成するための計測方位を表すカーソルを示しており、符号４６はそのカーソル上
において所定深さに設定されたサンプルゲート（サンプルボリューム）を表している。そ
のサンプルボリューム内において取得された受信信号、具体的にはドプラ情報を周波数解
析することによって上述したＤモード画像４２が表示される。このＤモード画像４２はド
プラ波形画像である。符号４８は横軸としての時間軸を表しており、符号５０は縦軸とし
ての周波数軸すなわち速度軸を表している。ちなみにドプラ波形において各点の輝度はパ
ワーに対応する。（Ａ）に示すフリーズ前の状態においてユーザーによってフリーズ操作
を行うと、（Ｂ）に示すようなフリーズ後の状態となる。すなわち、この比較例において
は、表示フォーマットの変更は行われず、（Ｂ）に示すように上記のＢモード画像４０と
上記のＤモード画像４２とがフリーズ後においてもそのままの形態で表示される。すなわ
ち表示フォーマットの変更は行われない。フリーズ操作により超音波の送受信が停止され
、シネメモリ上におけるデータもそのままフリーズされることになるので、Ｂモード画像
４０及びＤモード画像４２はそれぞれ静止画像として表示される。ただし、ループ再生機
能などを働かせることにより、既にシネメモリ上に格納されたデータを読み出して動画像
として表示させることも可能である。
【００３４】
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　図３には本実施形態における切換モードが実行された場合における表示フォーマットの
変更例が示されている。（Ａ）にはフリーズ前の状態が示されており、これは図２（Ａ）
に示したものと同じである。この状態においてユーザーによってフリーズ操作が行われる
と、（Ｂ）に示すように、左右２画面に表示されていたＢＤモードに対応する画像が、上
下２画面の表示形態をもった画像に変更される。この場合においては、Ｂモード画像４０
Ａは縮小された画像として、すなわちサイズを小さくした形態をもって表示され、その一
方、Ｄモード画像は横軸が拡大された状態で、すなわち大きなサイズをもって表示される
。フリーズ前の状態においては、サンプルボリュームを正確に設定する必要があるため、
Ｂモード画像を比較的大きく表示させるのが望ましい。その一方において、フリーズ後の
状態においてはドプラ波形を詳細に観察する必要から、またドプラ波形をより多くの心拍
数にわたって観察する必要から、その横軸をできるだけ大きく表示するのが望ましい。こ
のような要請から、図３に示す例では、左右２画面表示を上下２画面表示に変更すると共
に、各画像の表示サイズの変更を行っている。したがって、フリーズ前に要請される条件
とフリーズ後に要請される条件を同時にしかも自動的に満たすことができ、ユーザーの疾
病診断上の便宜を図れると共に、ユーザー操作の煩雑さの問題を解消できるという利点が
ある。したがって、特に集団検診などにおいて多くの被検者の診断を行うような場合に検
査者の負担を大きく軽減できるという利点がある。
【００３５】
　ちなみに、表示されている各画像をプリンタにより出力する場合、あるいは記憶媒体に
記憶するような場合には、それぞれの画像を独立して印刷あるいは記録するようにしても
よいし、表示フォーマット変更前又は後の状態で印刷あるいは記録するようにしてもよい
。
【００３６】
　上記の説明において、ＢＤモードについての説明を行ったが、ＢＭモードにおいても基
本的に上記同様の特有の利点を得られる。更に、他の計測モードにおいても表示フォーマ
ットを変更することにより上記同様の利点を得ることが可能となる。
【００３７】
　次に、図４～図８を用いて表示フォーマット変更の具体的な方法例について説明する。
【００３８】
　図４に示すデータベース５２においては、各表示フォーマットごとにその属性が管理さ
れている。すなわち表示フォーマットごとに表示フォーマットのタイプを表す値が管理さ
れ、また表示フォーマットごとに表示フォーマットの具体的な内容を表すデータを特定す
る表示フォーマット情報（ファイル名）が対応付けられている。このようなデータベース
５２により各表示フォーマットをそのタイプあるいは値として管理することが可能である
。もちろんそのデータベース５２の内容は一例であって、各表示フォーマットについての
管理を行える限りにおいて様々なデータベースを構築することができる。
【００３９】
　図５には、データベース５４が示されている。そのデータベース５４は、各リアルタイ
ム表示フォーマットとそれから選択可能なフリーズ表示フォーマットとの対応関係を管理
するデータベースである。すなわち、あるリアルタイム表示フォーマットから変更可能な
表示フォーマットは一定の有限な範囲内にあり、その範囲内において選択可能な表示フォ
ーマットのタイプがデータベース５４上において管理されている。このような管理により
後に図６を用いて説明するようにユーザーが表示フォーマット変更条件をカスタマイズ（
すなわちプリセット）するような場合において設定の誤りを未然に防止することができ、
ひいてはその設定を極めて容易に行うことができる。
【００４０】
　図６には、表示フォーマットの表示条件をユーザーによってプリセットする場合におけ
る操作内容が示されている。そのような場合には、画面上に図６に示されるような表示画
面５６が表示される。この表示画面５６をインターフェイスとしてユーザーによってリア
ルタイム表示フォーマット５８とフリーズ表示フォーマット６０との対応関係を自在に定
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めることができる。ここでは、リアルタイム表示フォーマット５８として複数のタイプ６
２，６４，６６が示されており、特定のタイプ６２に対応付けられたフリーズ表示フォー
マット６０として複数のタイプ６８，７０，７２，７４が示されている。例えばカーソル
７６を用いてタイプ６２を選択すると共に、タイプ７４を選択すれば、リアルタイム表示
フォーマットとして左右にＢモード画像とＤモード画像の２画面表示を行うタイプが選択
されている状態において、フリーズ操作が行われた時点で、上下に並んでＢモード画像と
Ｄモード画像とを２画面表示する表示フォーマットへの自動切換を行うことが可能となる
。図６に示されるように、あるリアルタイム表示フォーマットについてそこから選択可能
な１又は複数のフリーズ表示フォーマットを具体的にアイコンのような形式で表現するこ
とにより、誤りなく迅速に表示フォーマット変更条件を設定することが可能となる。ちな
みに、ユーザーが具体的に指定しない項目についてはデフォルトのデータを与えるように
してもよい。あるいは、フリーズ操作時点でどのような表示フォーマットへの変更を行う
かのダイアログボックスを表示し、初期登録をその段階で行わせるようにしてもよい。
【００４１】
　以上のような入力を行うことにより、図７に示すデータベース８２を構築することがで
きる。すなわちデータベース８２は、リアルタイム表示フォーマットとフリーズ表示フォ
ーマットの対応関係を表すテーブルに相当する。フリーズ操作前において特定のリアルタ
イム表示フォーマットが選択されている状態において、フリーズ操作が行われると、この
データベース８２を参照することにより、当該リアルタイム表示フォーマットに対応付け
られたフリーズ表示フォーマットを一意に特定でき、そのフリーズ表示フォーマットにし
たがって実際の超音波画像の表示を行える。
【００４２】
　図８には、他のデータベース８４が示されている。このデータベース８４は、リアルタ
イム表示フォーマットとユーザＩＤとの組合せにより、フリーズ表示フォーマットを一意
に特定するためのテーブルを構成している。すなわち、リアルタイム表示フォーマットそ
れ単独をキーとしてフリーズ表示フォーマットを選択するようにしてもよいし、リアルタ
イム表示フォーマットの他の１又は複数の参照情報を考慮して、いずれかの表示フォーマ
ットを選択するようにしてもよい。そのような参照情報としては、図８に示したユーザＩ
Ｄの他、産科や循環器といった科目名、患者名などをあげることができる。このような構
成によれば、検査者が特定されると、あるいは科目や患者が特定されると、それを前提と
しつつ、現在特定されているリアルタイム表示フォーマットを考慮して、最適なフリーズ
表示フォーマットを選ぶことができるという利点がある。
【００４３】
　次に、図９を用いて図１に示した表示フォーマット制御回路３４の具体的な動作例を説
明する。Ｓ１０１では、変数Ｔに、現在の表示フォーマットのタイプ（値）が代入される
。Ｓ１０２では、計測モードにしたがって各画像がシネメモリ上に記憶される。これと共
にリアルタイム表示が行われることになる。Ｓ１０３では、ユーザーによってフリーズ操
作が行われた否かが判断される。
【００４４】
　フリーズ操作が行われたと判断された場合、Ｓ１０４では、現在の表示フォーマットに
対応づけられたフリーズ表示フォーマットが特定され、それを表す値が変数Ｆに代入され
る。Ｓ１０５では、変数Ｆの内容に基づき、フリーズ表示フォーマットの具体的な内容を
表すフォーマット情報が取得され、それに基づいて実際にフリーズ後の画像が画面上に表
示される。
【００４５】
　Ｓ１０６では、ユーザーにより、フリーズ解除操作が行われたか否かが判断され、その
操作が行われた場合には、Ｓ１０７においてフリーズ表示フォーマットから元のリアルタ
イム表示フォーマットへの復元が行われる。すなわち変数Ｆに対応する変数Ｔが特定され
、それによって特定されるリアルタイム表示フォーマットによって超音波画像の表示が行
われることになる。
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【００４６】
　上記実施形態によれば、フリーズ操作に連動して表示フォーマットを適切なものに切り
替えることができるので、診断便宜を図れると共に、ユーザーの負担を軽減できるという
利点がある。上述した実施形態において、２画面表示モードが選択されている場合に、フ
リーズ後の表示フォーマットにおいて、各画像の表示エリアの比率を自在に設定できるよ
うにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を示すブロック図である。
【図２】比較例を示す説明図である。
【図３】本実施形態による表示フォーマットの変更例を示す説明図である。
【図４】表示フォーマットの属性を管理するデータベースを示す図である。
【図５】リアルタイム表示フォーマットから選択可能なフリーズ表示フォーマットを示す
図である。
【図６】リアルタイム表示フォーマットとフリーズ表示フォーマットとの対応付けを行う
ためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図７】リアルタイム表示フォーマットとフリーズ表示フォーマットとの対応関係を示す
データベースを示す図である。
【図８】リアルタイム表示フォーマットとユーザＩＤとの組合せからフリーズ表示フォー
マットを選択する場合を示す説明図である。
【図９】図１に示した表示フォーマット制御回路の動作例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４８】
　１８　Ｂモード処理回路、２０　Ｂモード記憶回路、２２　表示処理回路、２４　Ｍモ
ード処理回路、２６　Ｍモード記憶回路、３０　ドプラ検出回路、３２　Ｄモード記憶回
路。
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